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※運航隻数、平均船齢、載貨重量トン数、再生可能エネルギー利用率は2023年5月時点

※CO2排出量、航海距離は2022年1月～2022年12月

※廃棄物リサイクル率、第一子・第二子出産祝金授与件数は2022年4月～2023年3月

主 要 数 値

運 航 船 隻 数 平 均 船 齢

載 貨 重 量 ト ン 数 航 海 距 離

重 大 事 故 発 生 件 数 C O 2 排 出 量

廃 棄 物 リ サ イ ク ル 率 自 社 ビ ル
再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 利 用 率

育 児 休 業 取 得 件 数 第 一 子 ・ 第 二 子 出 産 祝 金
授 与 数

38隻 6.85年

894,675ト ン 1,471,823海 里

1件 268,197ト ン

95% 100%

0件 4件

資 格 取 得 支 援 制 度
( 利 用 実 績 数 )

9回



2 0 2 2 年 度 は 世 界 が 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス を 克 服 し 、

日 常 生 活 を 取 り 戻 そ う と し て い る 中 、 ロ シ ア に よ る

ウ ク ラ イ ナ へ の 侵 略 戦 争 が 勃 発 し 、 パ ン デ ミ ッ ク か

ら の 世 界 経 済 の 回 復 を 後 退 さ せ た 一 年 で し た 。 ウ ク

ラ イ ナ 、 ロ シ ア 出 身 の 船 員 は 世 界 の 船 員 の 1 4 . 5 ％

を 占 め 、 ま た ウ ク ラ イ ナ は 小 麦 の 一 大 輸 出 国 で し た

の で 、 侵 略 戦 争 が 海 運 業 界 に 与 え た 影 響 は 大 き い

も の で し た 。

当 社 は 被 害 を 受 け て い る ウ ク ラ イ ナ へ の 支 援 と し

て チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト を 主 催 し 、 約 7 0 0 名 以 上

の 方 か ら 頂 い た 募 金 及 び チ ケ ッ ト の 売 上 金 を 義 援

金 と し て 在 日 ウ ク ラ イ ナ 大 使 に お 渡 し さ せ て 頂 き ま

し た 。 ま た 日 本 に 避 難 し て い る ウ ク ラ イ ナ 出 身 者 3

名 を 社 員 と し て 雇 用 し て お り ま す 。 当 社 は ウ ク ラ イ

ナ に 一 日 も 早 く 平 和 が 訪 れ る こ と を 願 う と 同 時 に 、

現 在 も 尚 、 被 害 を 受 け 、 困 難 を 抱 え る ウ ク ラ イ ナ 国

民 に 寄 り 添 い 、 海 運 会 社 と し て 出 来 得 る 支 援 を 今 年

も 継 続 し て い く 所 存 で す 。

2 0 2 2 年 度 の 当 社 の 一 大 ト ピ ッ ク は 4 0 , 0 0 0

D W T 型 の ハ ー モ ニ ー 船 5 隻 の 管 理 船 が 新 造 竣 工

し た こ と で す 。 い ず れ の 船 も S C R （ 排 ガ ス 循 環 処 理

装 置 ） を 搭 載 し 、 N O x  T i e r  I I I 要 求 に 対 応 し た

最 新 型 の 主 機 を 搭 載 す る 等 、 現 在 の 環 境 規 制 を 遵

守 し た 技 術 を 取 り 入 れ て お り ま す 。

次 世 代 燃 料 を 使 用 す る 船 舶 の 導 入 に つ い て は 当

社 が 運 航 管 理 し て い る 中 小 型 の バ ル ク キ ャ リ ア に お

い て は 設 計 上 、 技 術 上 困 難 な 点 が あ り 、 ま た 当 社 の

運 航 管 理 船 の 主 た る 運 航 海 域 で あ る カ リ ブ 海 で は

次 世 代 燃 料 の 供 給 拠 点 が な い と い う イ ン フ ラ 上 の

問 題 も あ り ま す 。 し か し な が ら 、 世 界 的 に 次 世 代 燃

料 の 方 向 性 が 定 ま る タ イ ミ ン グ で 、 当 社 も 大 き な 舵

を 切 れ る よ う 日 々 、 造 船 所 、 船 舶 機 器 メ ー カ ー と 次

世 代 燃 料 の 研 究 を し て お り ま す 。

常に夢を描く会社
- D O W A  L I N E S U S T A I N A B I L I T Y -

大 型 船 以 外 を 扱 う 海 運 会 社 が 地 球 環 境 を 保

全 す る た め に で き る こ と は 船 舶 環 境 規 制 を 遵 守

し 、 安 全 運 航 を 心 掛 け る こ と で す 。 当 社 に お き ま

し て は 前 年 度 と 同 様 、 今 年 度 も マ テ リ ア リ テ ィ を

「 環 境 」 、 「 安 全 」 、 「 人 」 と し E S G 経 営 に お け る

羅 針 盤 と し て お り ま す 。 「 環 境 」 に お い て は 船 舶

か ら 排 出 さ れ る C O 2 量 、 本 社 廃 棄 物 の リ サ イ ク

ル 率 を 、 「 安 全 」 に お い て は 重 大 事 故 の 発 生 件 数

を モ ニ タ リ ン グ し て お り ま す 。 社 員 一 人 一 人 が プ

ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル と し て 、 各 自 の 業 務 と 照 ら し 合

わ せ て こ れ ら の 数 値 改 善 に 取 り 組 ん で お り ま す 。

「 人 」 に お い て は 、 社 員 が 皆 、 仕 事 も プ ラ イ ベ ー ト

も 充 実 で き る よ う 、 教 育 制 度 、 福 利 厚 生 制 度 を

毎 年 改 善 し て お り ま す 。 今 年 の 新 卒 社 員 は 4 月

か ら 2 年 間 の 予 定 で 海 上 技 術 大 学 校 に 入 学 し て

お り ま す 。 ま た 昨 年 大 幅 に 刷 新 し た 自 己 啓 発 の

た め の 資 格 補 助 制 度 は 多 く の 社 員 が 活 用 し て お

り ま す 。 福 利 厚 生 面 で は 現 在 日 本 が 直 面 し て い

る 少 子 化 の 問 題 に 会 社 と し て 取 り 組 む べ く 、 新

た な 制 度 を 導 入 す る 準 備 を し て お り ま す 。

世 界 の 人 々 の 生 活 ・ 経 済 を 支 え る イ ン フ ラ 企

業 と し て 、 E S G 経 営 を 単 な る ト レ ン ド や 義 務 と

す る こ と な く 、 私 た ち の ビ ジ ョ ン と 価 値 観 の 一 部

と し 、 顧 客 の ニ ー ズ や 国 際 社 会 の 要 請 に 迅 速 且

つ き め 細 や か に 対 応 す る こ と で 、 持 続 可 能 な 社

会 の 実 現 を 目 指 し 、 社 会 的 な 責 任 を 果 た す と と

も に 企 業 価 値 の 向 上 を 追 求 し て 参 り ま す 。

代 表 取 締 役 社 長

メッセージ



当 社 は 、 昭 和 3 2 年 に 内 航 オ ペ レ ー タ ー と し て 設 立 以 来 、 台 湾 や 東 南 ア ジ ア の

近 海 外 航 を 経 て 、 ニ ュ ー ヨ ー ク を 営 業 拠 点 と す る カ リ ブ ・ 中 南 米 オ ペ レ ー タ ー へ

と 発 展 し て き ま し た 。

現 在 は 北 中 南 米 、 カ リ ブ を 中 心 に 7 , 7 0 0 D W T  1 3 隻 / 1 6 , 0 0 0 D W T 8 隻 、

世 界 中 の 海 域 に て 4 0 , 0 0 0 D W T 1 7 隻 合 計 ３ ８ 隻 の バ ル ク キ ャ リ ア を 運 航 、

貨 物 輸 送 サ ー ビ ス を 提 供 し て お り ま す 。

穀 物 メ ジ ャ ー の 企 業 を は じ め 、 中 南 米 ・ カ リ ブ 海 諸 国 の 荷 主 に 多 く の 航 海 を 任

さ れ 、 主 要 な バ ル ク 物 ( 穀 物 、 肥 料 、 塩 、 砂 糖 、 鋼 材 、 非 鉄 金 属 、 そ の 他 鉱 石 ） 貨

物 を 輸 送 し て ま す 。 ま た 4 0 年 以 上 取 引 を さ せ て 頂 い て い る 荷 主 も 多 数 お り 、

長 き に 渡 り 信 頼 関 係 を 築 い て お り ま す 。

祖 業 で あ る 海 運 業 以 外 に も 、 不 動 産 事 業 、 マ リ ン サ プ ラ イ ＆ エ ン ジ ニ ア リ ン グ

事 業 も 展 開 、 不 動 産 事 業 に お い て は 自 社 ビ ル で あ る D L X ビ ル の 他 、 マ ン シ ョ ン

の 運 営 管 理 も 行 っ て お り ま す 。 マ リ ン サ プ ラ イ ＆ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 事 業 に お い て

は 、 船 用 品 の 販 売 、 安 全 属 具 の 各 種 点 検 、 バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の ア フ タ ー サ ー ビ

ス や 船 舶 機 器 等 の 修 繕 業 務 を 行 っ て お り ま す 。

私たちについて



私たちが運航する船について

（出所：GOV.UK「Greenhouse gas reporting: conversion factors 2022」より当社作成

当 社 は 近 年 加 速 す る 環 境 問 題 へ の 対 策 や 排 出 ガ ス 規 制 な ど を 先 取 り し 取 り 組

ん で お り ま す 。

バ ラ ス ト 水 に よ る 海 洋 汚 染 へ の 対 応 と し て は 、 条 約 が 締 結 さ れ る 以 前 か ら バ ラ

ス ト 水 処 理 装 置 の 船 隊 へ の 搭 載 を 開 始 し 、 条 約 が 発 効 す る 2 0 1 7 年 に は 運 航 す

る 全 船 に 処 理 装 置 の 搭 載 を 完 了 し て い ま す 。

ま た 、 元 々 温 室 効 果 ガ ス へ の 環 境 に 対 す る 影 響 が 他 の 輸 送 手 段 と 比 べ て 低 い

バ ル ク キ ャ リ ア に お い て ( 下 図 参 照 ) 、 当 社 は 規 制 に 先 ん じ て 環 境 負 荷 の 低 い N O x  

T i e r  I I I 対 応 機 種 の 採 用 を 始 め て お り 、 現 在 運 航 し て い る 4 0 , 0 0 0 D W T の

船 型 7 隻 で 運 用 し て お り ま す 。

こ の よ う に 、 当 社 で は 海 運 業 界 を 取 り 巻 く 環 境 に 対 し 率 先 し て 課 題 意 識 を 持 ち 、

早 く か ら 対 応 し て 他 社 と の 差 別 化 を 図 る こ と で 業 界 に お け る 競 争 力 へ と 転 換 し

て い ま す 。



基本理念

行動憲章

SDGs行動憲章

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

当 社 は 、 持 続 可 能 な 未 来 の 実 現 が 企 業 の 発 展 の 基 礎 で あ る こ と を 認 識 し 、 広 く

社 会 に 新 た な 価 値 を 創 造 し ま す 。

当 社 は 、 事 業 を 通 じ て 社 会 に 必 要 な サ ー ビ ス を 提 供 す る と と も に 、 持 続 可 能 な

経 済 成 長 と 社 会 的 課 題 の 解 決 を 図 り ま す 。

当 社 は 、 海 図 な き 海 を わ た る 勇 気 を 常 に 持 ち 、 志 を 同 じ く す る 人 々 と 相 和 し て 、

事 業 を 舵 取 り し ま す 。

✓

✓

✓

海 運 事 業 に お い て は 、 船 舶 の 安 全 運 航 を 徹 底 す る こ と で 地 球 ・ 海 洋 環 境 の 保 全

に 取 り 組 み ま す 。

不 動 産 事 業 に お い て は 、 耐 震 ・ 省 エ ネ / 再 エ ネ ・ バ リ ア フ リ ー 等 を 徹 底 す る こ と で 、

災 害 に 強 く 、 環 境 と 人 に 優 し い 街 づ く り に 取 り 組 み ま す 。

安 全 ・ 環 境 に 関 す る 法 律 ・ 規 制 等 の 遵 守 に 加 え て 、 S D G s に か か わ る 自 主 目 標

を 定 期 的 に 設 定 ・ 運 用 し ま す 。

環 境 に 優 れ た 製 品 ・ 技 術 ・ サ ー ビ ス を 用 い て 、 環 境 負 荷 を 可 能 な 限 り 小 さ く す る

こ と に 努 め ま す 。

省 エ ネ 、 省 資 源 、 廃 棄 物 削 減 、 リ サ イ ク ル に 主 体 的 に 取 り 組 み ま す 。

社 内 教 育 、 社 内 広 報 を 通 じ て 、 社 員 一 人 一 人 が S D G s に 取 り 組 む 意 識 を 高 め 、

行 動 に 移 し ま す 。

社 員 一 人 一 人 の 能 力 を 高 め 、 多 様 性 、 人 格 、 個 性 を 尊 重 し 、 健 康 と 安 全 に 配 慮 し

た 働 き や す い 職 場 環 境 を 整 備 し ま す 。

企 業 活 動 に 脅 威 を 与 え る 反 社 会 的 勢 力 の 行 動 や テ ロ 、 サ イ バ ー 攻 撃 、 自 然 災 害

等 に 備 え 、 組 織 的 な 危 機 管 理 を 徹 底 し ま す 。



プ ロセス

• S D G s へ の 取 り 組 み に あ た り 、 当 社 特 有 の ビ ジ ネ ス モ

デ ル を S D G s の フ レ ー ム ワ ー ク に ど の よ う に 適 合 さ せ

る か を 各 部 署 か ら 選 ば れ た S D G s 委 員 に よ っ て 議 論 し

ま し た 。

• 当 社 は 貨 物 輸 送 契 約 を 締 結 す る チ ャ ー タ リ ン グ 業 務 と

船 舶 の 運 航 管 理 を 担 う オ ペ レ ー シ ョ ン 業 務 、 そ し て 創 業

以 来 1 5 0 隻 以 上 の 新 造 船 建 造 に 携 わ っ て き た 監 督 業

務 と 保 船 業 務 に 特 化 し た ビ ジ ネ ス モ デ ル で 海 運 業 を 展

開 し て お り ま す 。 環 境 意 識 の 高 い 地 域 で 営 業 活 動 を

行 っ て い る 為 、 従 前 よ り 排 出 ガ ス 規 制 や バ ラ ス ト 水 規

制 等 常 に 先 駆 け て 環 境 規 制 対 策 を 行 っ て お り ま す 。

• 海 運 業 に お い て 環 境 に 配 慮 し た 船 舶 の 調 達 、 運 航 を 行

う こ と を は じ め 、 不 動 産 業 に お い て は 環 境 に 優 し い ビ

ル の 建 設 か ら オ フ ィ ス の 環 境 対 策 な ど の 日 常 業 務 に 至

る ま で 、 自 社 の ビ ジ ネ ス モ デ ル に お い て 出 来 得 る 最 大

限 の こ と を 各 部 署 で 見 直 し ま し た 。

• 今 後 は 自 社 で 出 来 得 る こ と に 加 え 、 取 引 先 に も S D G s

の 理 念 を 共 有 し 、 推 進 し て い く 体 制 を 構 築 し ま す 。

活動目標選定プロセス・活動状況のモニタリング

社 会 課 題 の 抽 出

重 点 社 会 課 題 の 特 定

S D G s活 動 目 標 の 選 定

S T E P 1

S T E P 2

S T E P 3

同 和 ラ イ ン 全 部 門 の 代 表 者 か ら 構 成 さ れ る S D G s チ ー ム が 当 社 が 事 業 展 開

を す る 中 で 、 世 界 共 通 の 社 会 課 題 や 当 社 が 特 に 対 処 す べ き 社 会 課 題 を 整 理

S D G s の ガ イ ド ラ イ ン に 則 っ て 、 重 要 な 社 会 課 題 の リ ス ト を 作 成

✓

✓

B r i t a n n i a  P & I  C L U B  等 の 外 部 有 識 者 の 意 見 に 基 づ い て 絞 り 込 み

数 値 的 な 目 標 を も っ て 取 り 組 む べ き 社 会 課 題 を 、 海 運 会 社 と し て 最 重 要

で あ る “ 環 境 ” 、 “ 安 全 ” 、 ” 人 ” に 関 わ る 3 点 の カ テ ゴ リ に 特 定

✓
✓

S D G s の 1 7 の ゴ ー ル と S T E P 2 で 策 定 し た 重 要 課 題 と 整 合 性 を 確 認

“ 環 境 ” 、 ” 安 全 ” 、 “ 人 ”  の 3 点 に 関 わ る 社 会 課 題 へ の 取 り 組 み を 当 社 の

マ テ リ ア リ テ ィ と し て 選 定 し 、 取 締 役 会 に て 承 認

✓
✓

活 動 状 況 の モ ニタリ ング

当 社 で は S D G s 活 動 目 標 の 達 成 に 向

け 各 部 門 で 具 体 的 な 数 値 目 標 を 設 定 し 、

通 常 の 業 務 フ ロ ー 上 に モ ニ タ リ ン グ 体 制

を 組 み 込 む 事 に よ り 社 員 一 人 一 人 が

日 々 S D G s 目 標 達 成 に コ ミ ッ ト し ま す 。

特 に 当 社 が 特 定 し た マ テ リ ア リ テ ィ で

あ る 「 環 境 」 に 関 し 、 海 運 業 界 は 各 企 業

の 事 業 活 動 が 地 球 環 境 に 与 え る 影 響 が

大 き い た め 、 長 年 に 亘 り I M O に よ る 規

制 ・ ガ イ ド ラ イ ン が 設 け ら れ て き ま し た 。

当 社 で は 、 I M O の 規 制 ・ ガ イ ド ラ イ ン に

対 応 す る 為 、 こ れ ま で に 築 き 上 げ た 組 織

体 制 を S D G s 活 動 目 標 の モ ニ タ リ ン グ

体 制 へ と 昇 華 さ せ て お り ま す 。



環境を支える社会課題

当 社 で は 船 舶 運 航 に よ る 環 境 へ の 影 響 を 最 小 限 に 留 め る だ け で な く 、 当 社

独 自 の 施 策 や 海 運 事 業 以 外 の 社 業 を 通 じ 、 環 境 保 護 及 び 改 善 に 努 め ま す 。

海運事業における取り組み

海 運 業 を 営 む 当 社 に と っ て 、 地 球 環 境 と 共 存 し 事 業 を 運 営 す る こ と は 責 務

で す 。 当 社 は 国 際 条 約 や I M O が 掲 げ る 環 境 規 制 を 先 ん じ て 遵 守 す る こ と で 、

こ れ ま で も 環 境 保 全 に 対 す る 姿 勢 を 貫 い て ま い り ま し た 。

S O ｘ （ 硫 黄 酸 化 物 ） N O x （ 窒 素 酸 化 物 ） 排 出 規 制 の 遵 守 に よ る 大 気 汚 染 防 止 は も

ち ろ ん 、 温 室 効 果 ガ ス 削 減 に つ い て は 、 2 0 2 3 年 1 月 か ら 既 存 船 に お け る

E E X I （ エ ネ ル ギ ー 効 率 関 連 条 約 ） に よ る 燃 費 規 制 が 開 始 と な り 、 同 規 制 に 基 づ き 更

な る 燃 費 向 上 に 努 め て お り ま す 。

ま た 、 バ ラ ス ト 水 管 理 条 約 に 基 づ く バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の 設 置 に つ い て は 、

条 約 発 効 に 先 ん じ て 2 0 1 7 年 に 管 理 船 全 船 に 対 し て 設 置 を 完 了 し て お り 、

バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 メ ー カ ー と の 協 業 を 通 じ 、 当 社 だ け で な く 、 他 社 の 船 主 ・

船 舶 管 理 会 社 が ス ム ー ズ に 装 置 を 運 用 で き る よ う 貢 献 を 続 け て お り ま す 。

C O 2 排 出 実 績 に つ い て は 、 I M O  D C S (Data Collecting System)の プ ラ ッ ト

フ ォ ー ム に 従 い 、 推 定 排 出 量 及 び 航 海 距 離 の モ ニ タ リ ン グ を 行 っ て い ま す 。

2 0 2 0 年 か ら 2 0 2 2 年 の 実 績 は 下 表 の 通 り で す 。 C O 2 排 出 量 は 増 加 し て い

る も の の 、 こ れ は 管 理 船 増 に よ る 航 海 距 離 の 増 加 の 影 響 で す 。 当 社 で は 引 き

続 き 環 境 と 共 存 し た 事 業 運 営 を 続 け て 参 り ま す 。
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D L X ビ ル デ ィ ン グ 当 社 運 営 賃 貸 マ ン シ ョ ン ア ド ミ ラ ル 桜 新 町

不動産事業における取り組み

不 動 産 事 業 に お い て は 2 0 1 0 年 か ら 自 社 が 保 有 す る オ フ ィ ス ビ ル （ 同 和 ラ イ

ン ビ ル 、 D L X ビ ル ） に お い て 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 率 1 0 0 ％ を 達 成 し

て お り ま す 。

本 社 ビ ル に お い て は 廃 棄 物 リ サ イ ク ル 率 の 測 定 を し て い ま す 。 同 数 値 実 績 は

2 0 2 1 年 度 9 3 . 8 ％ 、 2 0 2 2 年 度 9 5 . 0 ％ と い う 結 果 と な り ま し た 。

当 社 が 保 有 し て い る D L X ビ ル は 、 地 域 貢 献 を コ ン セ プ ト に 建 造 し た オ フ ィ

ス ビ ル で 2 0 1 8 年 1 1 月 に 港 区 「 景 観 街 づ く り 賞 」 を 受 賞 し て お り ま す 。 ま た 防

災 倉 庫 を 備 え 、 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 対 策 に 適 し た 自 然 換 気 シ ス テ ム を 導 入 す る な ど 、

昨 今 の 社 会 課 題 を 捉 え た 仕 様 と な っ て お り ま す 。



環境を支える社会課題

1 .   重 大 事 故 の 防 止

船 舶 の 技 術 的 保 守 に よ る 安 全 航 海 に 努 め 、 環 境 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す 事 故 を 防 止 し ま す 。

2 .   環 境 規 制 へ の 対 応

国 際 条 約 や 法 規 制 を 遵 守 し 、 環 境 保 護 に 配 慮 し た 運 航 を 行 い ま す 。

3 .   大 気 汚 染 の 軽 減 / 温 室 効 果 ガ ス （ G H G ） 排 出 削 減

G H G 削 減 の た め 、 減 速 運 転 の 実 施 や 、 I S O  8 2 1 7 の 規 格 に 適 合 す る 低 硫 黄 の 燃 料 油 を

使 用 し 、 環 境 負 荷 に 配 慮 し た 運 航 を 行 い ま す 。 G H G 排 出 量 は 毎 年 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ レ ポ ー

ト に よ る 報 告 を 行 い ま す 。

4 .   環 境 マ ネ ジ メ ン ト の 強 化

環 境 保 護 に 関 わ る 機 器 / 機 材 を 選 定 し 、 重 点 的 に 保 守 を 行 う こ と で 、 故 障 等 に よ る 環 境 汚 染

を 未 然 に 防 ぎ ま す 。

5 .   環 境 規 制 へ の 対 応

環 境 規 制 の 厳 し い 米 国 の 規 制 を 遵 守 す る 事 に よ り 、 世 界 的 な 規 制 に 先 行 、 特 に バ ラ ス ト 水

処 理 装 置 は 規 制 施 行 よ り も 早 い 段 階 で の 導 入 を 行 い 、 海 洋 環 境 保 全 に 努 め ま し た 。 ま た 、

バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の 保 守 事 業 を 行 い 、 自 社 船 に 留 ま ら ず 、 他 社 船 に も サ ー ビ ス を 提 供

す る こ と で 世 界 の 海 洋 環 境 保 全 に 貢 献 し て い ま す 。

6 .   非 危 険 物 を 中 心 と し た 貨 物 輸 送

輸 送 後 の ホ ー ル ド 洗 浄 水 の 排 出 に よ る 海 洋 へ の 影 響 、 及 び 乗 組 員 / 港 湾 関 係 者 の 人 体 へ

の 影 響 を 配 慮 し 、 非 危 険 物 を 中 心 と し た 貨 物 輸 送 を 行 っ て い ま す 。

7 .   発 展 途 上 国 へ の 貨 物 輸 送

発 展 途 上 国 へ の 貨 物 輸 送 に 貢 献 す る こ と で 、 食 糧 事 情 等 の 安 定 に 寄 与 し ま す 。

8 .   本 社 社 屋 （ 同 和 ラ イ ン ビ ル ） で の 事 業 活 動 か ら 生 ま れ る 廃 棄 物 の リ サ イ ク ル

本 社 所 在 地 で あ る 港 区 へ リ サ イ ク ル 率 を 報 告 し 、 リ サ イ ク ル 率 を 高 水 準 に 保 て る よ う モ ニ タ

リ ン グ を 行 っ て い ま す 。

9 .   所 有 不 動 産 （ 同 和 ラ イ ン ビ ル 、 D L X ビ ル デ ィ ン グ ） の 管 理 運 営 を 通 じ た 環 境 保 全

当 社 が 所 有 す る 同 和 ラ イ ン ビ ル 及 び D L X ビ ル デ ィ ン グ は 1 0 0 % 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー で 運

営 し て お り ま す 。 さ ら に D L X ビ ル デ ィ ン グ は 地 域 の た め に 活 用 で き る 防 災 倉 庫 を 備 え た

オ フ ィ ス ビ ル と し て 街 作 り に 貢 献 し て お り 、 2 0 1 8 年 1 1 月 に は 港 区 「 景 観 街 づ く り 賞 」 を 受 賞

し ま し た 。 ま た 、 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 対 策 に 適 し た 自 然 換 気 シ ス テ ム を 導 入 し て い ま す 。

1 0 . サ ス テ ナ ビ リ テ ィ レ ポ ー ト の 作 成

2 0 2 1 年 度 よ り サ ス テ ナ ビ リ テ ィ レ ポ ー ト の 作 成 お よ び 公 表 を 行 い 、 S D G s 活 動 が 適 切 に

実 施 さ れ て い る か モ ニ タ リ ン グ を 行 い ま す 。

1 1 . 取 引 先 に 対 す る S D G s の 普 及 、 推 進

S D G s の 普 及 、 推 進 に 向 け て 連 携 を 強 化 す る た め に 、 取 引 先 と 連 携 協 定 書 を 締 結 し S D G s  

を 重 視 し た 企 業 活 動 を 実 施 し ま す 。



“ 安 全 ” は 業 種 に 限 ら ず 最 も 重 要 視 す べ き 社 会 課 題 で す 。 当 社 も 環 境 や 人 的 資 源

に 重 大 な 影 響 を 与 え る 可 能 性 の あ る 船 舶 運 航 事 業 を 営 む 中 で 、 “ 安 全 ” を 維 持 す る

こ と は 会 社 と し て の 命 題 と な っ て お り ま す 。

同 和 ラ イ ン で は 重 大 事 故 （ 重 大 海 難 事 故 ・ 海 洋 汚 染 ・ 重 大 貨 物 事 故 ） の 発 生 件 数 を 「 ゼ ロ 」 件

と す る こ と を 目 標 と し 、 船 主 、 船 舶 管 理 会 社 と 連 携 し 、 情 報 を 共 有 す る だ け で は な く

そ れ を 確 り 本 船 へ 情 報 発 信 す る 事 に よ り 重 大 事 故 の 発 生 を 未 然 に 防 止 す る べ く 船

主 か ら 御 預 か り し た 船 舶 の 安 全 運 航 業 務 に 取 り 組 ん で お り ま す 。 2 0 2 1 年 、 2 0 2 2

年 は こ う し た 取 り 組 み に よ り 重 大 事 故 発 生 件 数 を 「 １ 件 」 に 抑 え る こ と が で き ま し た 。

当社の安全への取り組み例

当社のコミットメント

1 . 重 大 事 故 の 防 止

船 舶 の 技 術 的 保 守 に よ る 安 全 航 海 に 努 め 、 環 境 に 重 大 な 影 響 を お よ ぼ す 事 故 を 防

止 し ま す 。 海 難 事 故 「 ゼ ロ 」 を 目 指 し 、 毎 年 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ レ ポ ー ト に よ る 報 告 を

行 い ま す 。

2 . I T 環 境 向 上 に よ る 船 舶 の 安 全 維 持

当 社 と 運 航 船 舶 間 の 情 報 を 共 有 で き る シ ス テ ム を 導 入 し 、 運 航 船 舶 の 安 全 維 持 に

努 め ま す 。 ま た 、 V - S A T ( 高 速 衛 星 通 信 ) を 積 極 的 に 導 入 し 、 安 定 し た 通 信 環 境 を

確 立 し ま す 。

安 全 を 支 え る社 会 課題

運 航 業 務 へ の 習 熟 を 図 る 外 部 セ ミ ナ ー へ の 参 加

船 舶 管 理 会 社 と 合 同 で 行 う 緊 急 対 応 演 習

四 半 期 毎 に 行 う 事 故 ・ 不 具 合 分 析 、 適 宜 開 催 さ れ る 安 全 管 理 員 会 へ の 参 加

各 港 現 地 代 理 店 か ら の 事 故 ・ 事 件 情 報 収 集

当 社 ヒ ュ ー ス ト ン 事 務 所 の 工 務 部 に よ る 訪 船 活 動

当 社 米 国 事 務 所 と の 連 携 に よ る 2 4 時 間 体 制 で の 運 航 管 理

✓

✓

✓

✓

✓

✓



当 社 に 関 わ る す べ て の 役 職 員 が 安 心 し て 活 躍 し 、 最 大 限 の 力 を 発 揮 で き る よ う 下 記 の

社 会 課 題 に 取 り 組 み ま す 。 そ の 中 で も 特 徴 的 な 取 り 組 み を ご 紹 介 し ま す 。

当社のコミットメント

1 .  働 き や す い 環 境 づ く り

男 女 問 わ ず 活 躍 で き る 環 境 を 作 り ま す 。

2 .  子 育 て 支 援

第 二 子 以 降 の 誕 生 に 対 し 、 お 祝 い 金 と し て 百 万 円 を 支 給 し て い ま す 。

3 .  社 員 健 康 の 維 持 促 進

社 内 で の 禁 煙 を 行 っ て お り ま す 。

4 .  海 外 駐 在 員 の 家 族 に 対 す る 教 育 費 の 支 給

海 外 に 駐 在 す る 社 員 の 家 族 が 、 日 本 と 同 様 の 教 育 を 受 け ら れ る よ う に 教 育 費 を

補 助 し て い ま す 。

5 .  人 材 育 成

海 運 と い う グ ロ ー バ ル な フ ィ ー ル ド で 活 躍 で き る 人 員 育 成 の た め 、 新 入 社 員 の 海

上 技 術 大 学 校 で の 長 期 研 修 、 数 週 間 の 乗 船 研 修 を 行 う 他 、 チ リ へ の ス ペ イ ン 語 語

学 留 学 、 自 己 啓 発 の た め の 資 格 取 得 の 支 援 を し て お り ま す 。

ま た 、 外 部 研 修 や セ ミ ナ ー に も 積 極 的 に 参 加 を 推 奨 し て い ま す 。

人 を 支 え る 社会 課 題

海 上 技 術 大 学 校 へ の 新 入 社 員 の 派 遣 （ 2 0 1 0 年 ～ ）

2 年 間 の 派 遣 中 も 給 与 は 全 額 支 給 さ れ ま す 。

2 0 1 0 年 、 ２ ０ １ ４ 年 、 2 0 2 0 年 に 派 遣 し た 新 入 社 員 は 首 席 と し て 卒 業 。

チ リ ・ カ ト リ カ 大 学 へ の ス ペ イ ン 語 習 得 を 目 的 と し た 社 員 派 遣 （ 2 0 1 ４ 年 ～ ）

6 カ 月 間 の 派 遣 、 前 項 同 様 給 与 は 全 額 支 給 さ れ ま す 。 4 名 の 派 遣 実 績 あ り 。

社 員 自 己 啓 発 の た め の 資 格 取 得 支 援 制 度 （ ２ ０ ２ ２ 年 ～ ）

「 経 営 ・ 法 務 」 「 海 事 ・ 技 術 」 等 計 ７ 分 野 ・ 約 5 0 の 公 的 資 格 を 対 象 に 報 奨 金 を 最 大 5 0 万 円 支 給 。

２ ０ ２ ２ 年 度 の 制 度 利 用 件 数 は 9 回 ( T O E I C 9 0 0 点 以 上 ,  フ ァ イ ナ ン シ ャ ル プ ラ ン ナ ー 2 / 3 級 等 )

子 育 て 支 援 の 一 環 と し て の 「 出 産 祝 い 金 」 （ 2 0 0 6 年 ～ ）

出 産 祝 い 金 と し て 第 一 子 誕 生 時 に 1 0 万 円 、 第 二 子 以 降 誕 生 時 に 1 0 0 万 円 を 贈 呈 。 2 0 2 2 年 度 は

第 一 子 出 産 祝 い 金 を 4 名 に 贈 呈 。 育 児 休 業 の 取 得 も 推 奨 し て お り 、 今 期 に お い て は 男 性 職 員 3 名 が

対 象 と な り ま し た が 、 海 外 赴 任 と 重 な る 等 の 事 情 で 取 得 実 績 は ご ざ い ま せ ん で し た 。 こ れ ま で 女 性

職 員 は 全 員 取 得 し て お り 、 男 性 職 員 の 更 な る 育 休 取 得 を 課 題 と し て 取 り 組 ん で お り ま す 。

✓

✓

✓

✓
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ウクライ ナ義 援 金

2 0 2 2 年 1 2 月 2 0 日 に 、 当 社 主 催 の ウ ク

ラ イ ナ 支 援 チ ャ リ テ ィ コ ン サ ー ト を 紀 尾 井

ホ ー ル に て 開 催 致 し ま し た 。 会 場 で も 約

7 5 万 円 の 募 金 を い た だ き 、 8 0 0 万 円 近

く と な る チ ケ ッ ト の 売 上 金 と 併 せ て す べ

て 在 日 ウ ク ラ イ ナ 大 使 館 を 通 じ て ウ ク ラ イ

ナ の 文 化 と 芸 術 の 復 興 の た め に 寄 付 さ せ

て い た だ き ま し た 。

ウクライ ナ支 援 チャ リ ティコ ン サート開 催

ウ ク ラ イ ナ 支 援 チ ャ リ テ ィ コ ン サ ー ト で

皆 様 か ら 差 し 伸 べ ら れ た 義 援 金

8 , 9 5 3 , 9 4 3 円 を セ ル ギ ー ・ コ ル ス ン

ス キ ー 在 日 ウ ク ラ イ ナ 大 使 に お 渡 し 致 し

ま し た 。 大 使 か ら は 、 日 本 の 皆 様 の 善 意

へ の 謝 意 と と も に 、 今 後 と も 平 和 に 向 け

努 力 し て い く と の 意 志 が 示 さ れ ま し た 。

ウクライ ナか ら避 難 さ れた 方 へ の 就労 分 野 で の 支援

当 社 で は ダ イ バ ー シ テ ィ を 尊 重 し た 社 内

環 境 作 り を 続 け て お り 、 様 々 な 国 籍 ・

バ ッ ク グ ラ ウ ン ド を 持 つ 社 員 が 活 躍 し て

お り 、 ウ ク ラ イ ナ か ら 避 難 さ れ た 方 へ

就 労 支 援 を し て お り ま す 。

2 0 2 ３ 年 ５ 月 現 在 、 ウ ク ラ イ ナ 国 籍 の

社 員 が ３ 名 当 社 に 在 籍 さ れ 日 々 業 務 に

邁 進 さ れ て い ま す 。

X



トル コ ・ シ リ ア 大地 震 義 援 金

同和ライン 2022年度CSRニュース

2 月 6 日 に 発 生 し た ト ル コ ・ シ リ ア 大 地 震

へ の 当 社 及 び 役 職 員 有 志 か ら の 義 援 金

を コ ル ク ッ ト ・ ギ ュ ン ゲ ン 在 日 ト ル コ 大 使

に お 渡 し 致 し ま し た 。 大 使 か ら は 謝 意 が

述 べ ら れ 、 復 興 に は 相 当 な 時 間 が か か る

か も し れ な い が 、 皆 様 の 善 意 を 受 け 止 め 、

着 実 に 復 興 に 向 け た 努 力 を し て い く と

の お 言 葉 が あ り ま し た 。

同 和 ライ ン は 引 き 続 き 、 持 続 可 能 で 人 々 が安 心 で き る社 会 を目 指 し 、

社 会 貢 献 活 動 を 続 け て 参 ります。




